
ち　な例会報告

●第2197回例会　平成29年11月８日（水）小雨
●11月はロータリー財団月間
●もみじ夜間例会
　18：00〜ウェスティンナゴヤキャッスル

●乾杯
　髙木一平2016〜17年度会長

●ロータリーソング　　我等の生業

●出席報告　　会員　　　名中　　出席46名

　　　　　　　出席率59.74％　修正出席率63.24％

（10月26日分）

●ビジター紹介
　浅井耕治君（稲沢ＲＣ）外13名

●ニコボックス
　「次女、國本築永が東大で単位を取得し、マッキンゼー

に働き先が決まりました。」　　　　　　國本桂史君

　「中川さんから、ゆずっていただきましたサーブ快調で

す。現在、冬用タイヤを選んでおります。時々オー

プンで走っております。ちなみにゆずっていただいた

価格より、お金がかかっております。」　加藤一郎君

　「もみじ例会を楽しく過ごしましょう。」

上野山　進君、南　喜幸君、本多國泰君

平木聖三君、梶田浩太郎君、小栗正章君

服部　滋君、岩田玄知君、黒田史郎君

小南速雄君、山本文彦君、田尻幹夫君

桑山卓也君、中川信治君、石川一郎君

内間三好君、小池康資君、安井信之君

福田哲三君、加治佐健二君、田中正次君

槇野智之君、松原忠久君、加藤寿彦君

久保哲政君、加藤智弘君、端山佳誠君

伊藤尚貴君、二村伝治君、片桐寛治君

亀井敏勝君、髙木一平君、佐藤公俊君

小松佳史君、坪井和義君、宮崎卓也君

稲川　久君、冨島照男君、坂口啓資君

本日のニコボックス　　　　 3件　 82,000円

　累　　　　　計　　　　　99件　792,000円

福田哲三幹事報告
▽当クラブの行事予定

　・11月29日（水）　例会終了後、クラブアッセンブリー

を開催致します。

※理事及び役員、各委員長のご出席をお願い致しま

す。委員長ご欠席の場合は代理の方のご出席をお

願い致します。

※クラブアッセンブリー終了後、理事会を開催致し

ます。理事及び役員のご出席をお願い致します。

　・12月６日（水）　年末会員家族懇親会を開催致し

ます。

※17時受付開始、場所はブルーノートです。

加藤一郎会長挨拶

　今年度のロータリークラブの世界大会は、来年６月に

カナダのトロントで開催されます。出席を検討中でホテ

ルをお探しの方は、名古屋東分区ガバナー補佐の本多

さんがホテルを押さえていますので、お申し出ください。

　さて本日のＪｅｔｌｉｎｅｒは、「衝撃波」です。飛行

機が音速で飛ぶと衝撃波が発生します。衝撃波が発生

すると、空気抵抗がすごく大きくなり振動が発生、操縦

が困難になり、時によっては空中分解することあります。

プロペラ機でも特にスピードの出る戦闘機では、翼の上

面の流速は飛行速度より早くなるので、機体は音速の

手前でも、翼上では音速を超え、衝撃波が発生するこ

とがあります。衝撃波が翼の上面の空気の流れを止め

ますが、下面では流れます。その結果、急降下をします。

この状況をタック・アンダーと呼んで、大変危険な状況

として注意されていました。この状況下では、舵は利か

ず、最悪、地上への激突となります。降下速度が一定

であれば、上空で衝撃波が発生しても、上空と低空の

空気の温度差で危険が回避されることもあります。とい

いますのは、上空では温度が低く音速も遅いのですが、

低空では温度が高くなって音速が早くなります。低空で

速度が音速を下回ると、衝撃波が消えてしまい舵が利く

ようになり、実際に助かった事例もありました。

　アメリカでは、速度の出る戦闘機ロッキードＰ38、リ

パブリックＰ47では、主翼の下側にダイブリカバリーフ

ラップを取り付け、速度の出すぎたときに作動させ対処

していました。ドイツでは水平尾翼を、メッサーシュミッ

トＭｅ109では手動で、フォッケウルフＦＷ190は電動で

作動させ対処していました。日本、我が零戦では、残

念ながらそこまでの速度が出せません、その前に空中

分解してしまいます。一部では音速近くで飛行できる機

体もあったようですが、世界が果敢に音速に向き合って

いた状況に比べると、日本では残念ながらこの分野で

は遅れていました。

　次回からはジェット機の話をします。

ガバナーメッセージ

国際ロータリー第2760地区

2017-18年度ガバナー　神野重行

　今年度も５か月目に入り、18・19日には地区最大の行

事、地区大会を控える今月です。ＲＩ会長代理に韓国か

ら2008～ 09年度ＲＩ会長を務められたＤ.Ｋ.Ｌｅｅ氏を

お迎えしての開催ですので、出席登録していただきまし

た皆さんには楽しみにしていていただきたいと思ってお

ります。

　ところで、先月14・15日に開催しました第5回ＷＦＦは、

二日目の日曜日は生憎の雨となりましたが、それにも関

わらず多くのロータリアン、そしてそれを超える一般市

民の方々にお越しいただき、大変な盛り上がりをみせる

ことができました。そして会員皆さんのチケットの販売

協力や広告協賛のおかげで、ポリオ撲滅事業への寄付

とフィリピンの水道事業・子供の教育事業への協力も例

年以上に実施できることに改めて感謝申し上げます。

　さて今月は「ロータリー財団月間」です。「国際ロー

タリーのロータリー財団」（これが正式名称です）の歴

史は今から遡ること100年、1917年６月のアトランタでの

年次大会（世界大会）で、アーチＣ.クランフＲＩ会長

が「世界でよいことをするための基金を作るのが、極め

て適切であると思われる」との提案をしたことに始まり

ます。そしてこの基金が1928年にロータリー財団と名付

けられ、国際ロータリーから独立した別機関となって、

昨年度には財団100周年を祝う記念イベントが世界中で

開かれました。

　そしてこのロータリー財団は、その財源の透明性を高

める努力を重ねてきて、今や我々のロータリーは揺るぎ

ない基本理念と相俟って、世界で一番評価の高いボラ

ンティア団体に引き上げました。

　ただ、私はロータリー財団、すなわちロータリーへの

寄付という表現、言葉使いに違和感を覚えている一人で

す。それは自分が所属し、会費を納めている組織に寄

付をするということに、どうも納得できないからです。今、

我々の年次寄付はシェア・システムが適用され、３年

先の地区補助金やグローバル補助金にその半分を使い、

残りの半分も国際財団活動資金として、ＶＴＴ（職業研

修チーム）や財団が行う奉仕プログラムに使用されます。

ですから、これは自分たちが行う世界でよいことをしよ

うという思い、奉仕活動への拠出であり、積立金とも言

えると思います。

　その意味から、私たちが行っているのは、寄付

（Donation）ではなく貢献(Contribution)と考えていく

べきではないでしょうか。

　是非、上記の主旨をご理解頂き、ご協力をお願いし

ます。
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